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令和７年１月 16日 

業務課 

工業用水道事業の料金改定について 
 

１ 要旨 

水道企業団では、太田川東部工業用水道事業（以下「太田川１期」という。）、太田川系（広

島・呉地域）と三永系（東広島地域）から成る太田川東部工業用水道第２期水道事業（以下

「太田川２期」という。）、及び沼田川工業用水道事業（以下「沼田川」という。）の３つの工

業用水道事業を運営しており、その料金については３年毎に見直しを行っている。 

この度、前回の料金見直しから３年が経過する太田川２期、及び沼田川において、受水団

体の契約水量及び今後の収支見通しを踏まえ、令和７～９年度の料金の検討を行った結果、

太田川２期は料金を据置、沼田川は増額改定とする。 

 

２ 概要 

(1) 対象者 

   太田川２期の受水団体（太田川系：４者、三永系：４者）、及び沼田川の受水団体（21者） 

(2) 対象期間 

   令和７年４月１日から令和 10年３月 31日まで（３年間） 

 (3) 改定後の料金（税抜） 

ア 太田川２期 

単年度損益は黒字となる見込みだが、資金残高が赤字であり投資回収を進めていくた

め、現行料金を据え置く。 

区 分 定量給水 
一般給水 少量給水 

基本料金 使用料金 基本料金 使用料金 

太田川

系 

現行 36.0円/㎥ 31.4円/㎥ 6.6円/㎥ 8,000円/日 9.2円/㎥ 

見直し結果 据 置 

三永系 
現行 50.0円/㎥ 43.9円/㎥ 8.7円/㎥ 11,150円/日 12.2円/㎥ 

見直し結果 据 置 

イ 沼田川 

単年度損益の赤字が継続する見込みであり、資金残高も赤字であることから、対象期

間における収支均衡を図ることを目的として、料金を 17.3％値上げ（定量給水）とする。

増額改定により、年間約 59百万円の収益改善が見込まれている。 

改定内容 定量給水 
一般給水 少量給水 

基本料金 使用料金 基本料金 使用料金 

現 行 30.7円/㎥ 26.3円/㎥ 6.4円/㎥ 6,760円/日 9.0円/㎥ 

見直し結果(改定後) 36.0円/㎥ 30.2円/㎥ 8.3円/㎥ 7,700円/日 11.6円/㎥ 

増加額 5.3円/㎥ 3.9円/㎥ 1.9円/㎥ 940円/日 2.6円/㎥ 

 (4) 受水団体への説明状況 

  ア 太田川２期 

    受水団体連絡会議（６月）で据置方針を説明し、全ての受水団体の了承を得ている。 

  イ 沼田川 

    受水団体連絡会議（６月）で料金改定方針を説明後、個別協議を希望した受水団体に

対する再説明（７～８月）を行い、全ての受水団体の了承を得ている。 

  

４ その他 

 太田川１期については、令和８年度からの料金の検討を行うこととしており、令和７年度

に対象となる受水団体に対して、料金改定案を説明し調整することとしている。 
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【参考】太田川２期及び沼田川の単年度損益及び資金期末残高の見通し 
 

  【太田川２期】                 （単位：百万円，税抜） 

区 分 R6当初 R7 R8 R9 

収  益 879 815 815 816 
 うち給水収益 779 781 781 783 

費  用 843 742 776 792 

単年度損益 36 73 39 25 

資金期末残高 ▲2,122 ▲1,960 ▲1,838 ▲1,794 

  【沼田川】 

（改定前）                    （単位：百万円，税抜） 

区 分 R6当初 R7 R8 R9 

収  益 770 799 779 789 

 うち給水収益 356 360 360 361 

費  用 839 855 830 849 

単年度損益 ▲69 ▲56 ▲51 ▲60 

資金期末残高 ▲478 ▲590 ▲685 ▲800 

（改定後）                    （単位：百万円，税抜） 

区 分 R6当初 R7 R8 R9 

収  益 770 858 838 848 

 うち給水収益 356 419 419 420 

費  用 839 855 830 849 

単年度損益 ▲69 3 8 ▲1 

資金期末残高 ▲478 ▲531 ▲567 ▲623 

※百万円未満を四捨五入しているため，計算が合わない場合がある。 
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